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今後の事業活動に与える影響についての回答をみると、36.3％の企業が、営業利益が減少すると回答しています。

対応については、「現在の企業活動を維持したまま、節電する」（62.9％）が最も多く、続いて「活動内容や生産プロ

セスをなるべく電気を消費しないものに変更する」（23.7％）、「電気料金上昇分の一部を企業コストの削減で吸収

する」（20.9％）、「努力が限界に達してきており、これ以上取り組めることはない」（18.3％）といった回答が多く

なっています。

最近の電気料金値上げに対して、今どのような対応をお考えですか。（企業規模別）

出典：資源エネルギー庁「平成25年度エネルギーに関する年次報告」（エネルギー白書）

参考HP：日本のエネルギー事情のいま、をお伝えします＞ http://www.fepc.or.jp/theme/now_energy/japan_energy_01.html

※「最近の電気料金値上げによる企業活動への影響はありましたか。」という問いに「はい」と回答した企業を対象とした

http://www.fepc.or.jp/theme/now_energy/japan_energy_01.html

